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この機関紙は、赤い羽根共同募金の配分金の一部で作成しました。

子ども食堂

サプライズ花火
8/28金
椎田中学校にて打ち上げました
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築
上
町
社
会
福
祉
法
人

連
絡
会
が
昨
年
11
月
に
設

立
し
、
今
年
度
は
新
た
な

活
動
を
始
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
福
祉
課
題
へ
の

対
応
に
築
上
町
社
会
福
祉

法
人
連
絡
会
、
な
ら
び
に

他
機
関
と
の
連
携
で
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
子
育
て
世

代
の
貧
困
問
題
や
ひ
と
り

親
家
庭
の
増
加
、
不
登
校

生
徒
児
童
の
増
加
、
高
齢

者
の
外
出
支
援
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
雇
止
に
よ
る
生
活
困

窮
者
等
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
フ
ー
ド
ロ
ス

の
観
点
か
ら
子
ど
も
食
堂

や
子
ど
も
宅
食
に
各
法
人

や
他
機
関
か
ら
余
剰
食
材

の
提
供
を
受
け
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
個
別
支
援
を

通
じ
て
、
不
登
校
、
引
き

こ
も
り
の
対
応
ツ
ー
ル
と

し
て
法
人
の
特
性
を
生
か

し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

就
職
体
験
の
受
入
れ
、
各

法
人
分
野
で
の
子
育
て
相

談
、
障
が
い
の
相
談
、
介

護
の
相
談
等
、
包
括
的
な

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
の
拠

点
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
は
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
て
、
求
人
情

報
の
発
信
や
各
法
人
の
相

談
員
に
よ
る
相
談
員
部
会

の
設
立
を
行
い
、
各
法
人

で
ど
の
よ
う
な
相
談
を
受

け
て
い
る
の
か
や
相
談
員

同
士
の
情
報
交
換
が
で
き

る
場
を
作
る
等
、
築
上
町

社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
と

し
て
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
、
他
機
関
と
の
連
携
の

強
化
、
協
力
体
制
の
構
築

に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
事
務
局
）

築
上
町
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

　
　
　
　

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
回
想
「
ふ
る
さ
と
の
四
季
と
恩
師
と
友
」

　

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
55
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

年
齢
を
重
ね
る
と
共
に「
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う
も
の
」の
歌
を
口
ず
さ
む
こ
と
と
、ふ
る
さ
と

の「
あ
の
頃
・
あ
の
時
」を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
よ
く
観
音
山
の
中
腹
に
あ
る
岩
の
上
に
座
っ
て
眺
め
た
風
景
。

　

寒
田
に
生
ま
れ
椎
田
の
海
へ
と
澄
み
切
っ
た
水
を
た
た
え
て
流
れ
行
く
城
井
川
。

　

右
手
に
は
今
は
無
き
一
本
松
。左
手
に
は
母
校
下
城
井
小
学
校
の
学
舎
。間
に
は
、共
に
遊
ん
だ
友
の
家
々

や
育
て
て
下
さ
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
々
を
囲
む
よ
う
に
広
が
る
田
ん
ぼ
。

　

春
は
、
れ
ん
げ
草
畑
・
菜
の
花
畑
・
麦
畑
。空
に
は
舞
い
上
が
り
急
降
下
を
繰
り
返
し
な
が
ら
さ
え
ず
る

ヒ
バ
リ
。

　

初
夏
、鏡
の
よ
う
な
水
田
に
緑
の
苗
が
点
々
と
広
が
る
田
植
え
あ
と
。黄
金
の
稲
穂
を
な
び
か
せ
る
夏
。

　

晩
秋
、稲
刈
り
・
収
穫
が
終
わ
っ
た
後
の
田
ん
ぼ
か
ら
夕
日
を
背
に
立
ち
昇
る
幾
筋
も
の
白
い
煙
。

　

冬
、粉
雪
舞
う
な
か
母
と
麦
を
踏
ん
だ
麦
畑
。

　

目
を
閉
じ
る
と
鮮
や
か
に
浮
か
ぶ
ふ
る
さ
と
の
四
季
。美
し
い
四
季
の
移
り
変
わ
る
畦
道
を
道
草
を
し
な

が
ら
小
学
校
に
通
い
ま
し
た
。

　

不
思
議
な
こ
と
に「
ふ
る
さ
と
回
想
」を
書
く
よ
う
に
誘
わ
れ
た
数
日
前
に
何
処
で
見
つ
け
た
の
か
、私
の

通
知
簿
を
持
っ
て
来
て「
処
分
し
て
も
よ
い
か
」と
聞
く
妻
に「
も
う
一
度
見
て
私
が
処
分
す
る
」と
言
っ
て

開
い
て
見
る
と
、ほ
と
ん
ど
の
学
年
で「
落
ち
着
き
が
な
い
」「
忍
耐
力
が
な
い
」な
ど「
な
い
な
い
」づ
く
し
で

「
多
い
」と
あ
る
の
は「
私
語
が
多
い
」「
忘
れ
物
が
多
い
」の
所
見
で
し
た
。

　

私
が
恩
師
と
尊
敬
し
私
の
38
年
間
の
教
師
生
活
を
支
え
て
下
さ
っ
た
４
・
５
年
生
担
任
の
鬼
頭
先
生
の

所
見
に
は「
努
力
が
不
足
」「
日
本
人
と
し
て
や
る
時
は
や
る
心
を
定
め
て
お
く
こ
と
」と
あ
り
ま
し
た
。ま
た

先
生
は
学
習
中
私
語
が
多
く
、外
ば
か
り
見
て
い
る
私
の
机
を
先
生
の
竹
の
指
示
棒
が
届
く
先
生
の
机
の
前

に
決
め
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
私
で
し
た
が
、先
生
は
先
の「
ふ
る
さ
と
回
想
」の
筆
者
加
来
勝
己
氏
と
数
人
の
友
と
共
に
先
生
の

宿
直
の
夜
、宿
直
室
で
勉
強
を
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
頃
、私
の
成
績
が
確
か
40
数
名
の
ク
ラ
ス
の
中
で
後
ろ
か
ら
数
え
て
数
番
目
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
た
こ
と
。

　

降
り
続
く
雨
を
見
な
が
ら「
今
夜
は
宿
直
室
へ
行
か
な
く
て
よ
い
」と
思
っ
て
い
た
ら
、雨
の
な
か
傘
を
さ

し
長
靴
を
は
き
濡
れ
な
が
ら
迎
え
に
来
て
く
れ
た
友
の
あ
と
を
暗
い
畦
道
を
宿
直
室
に
行
っ
た
あ
の
夜
の

こ
と
。お
や
つ
に
頂
い
た
リ
ン
ゴ
が
甘
か
っ
た
こ
と
。

　

夏
休
み
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
川
岸
で
洗
濯
を
し
て
い
る
の
を
見
て
い
て
、ギ
ザ
ギ
ザ
の
所
を
竹
を
並
べ

て
作
っ
て
み
た
洗
濯
板
に
先
生
が
「
改
良
洗
濯
板
」
と
名
付
け
て
作
品
展
に
出
品
し
て
下
さ
り
一
等
賞
を
頂

い
た
こ
と
。

　

学
年
末
に
は
努
力
賞
も
頂
く
な
ど
先
生
と
の
思
い
出
は
泉
が
湧
く
ご
と
く
尽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
大
阪
か
ら
は
島
根
は
遠
い
」
と
言
い
な
が
ら
会
い
に
来
て
く
れ
る
教
え
子
や
近
況
報
告
と
共
に
私
の
安

否
を
気
遣
っ
て
く
れ
る
教
え
子
に
恵
ま
れ
て
今
あ
る
こ
と
は
、優
し
い
ふ
る
さ
と
や
恩
師
や
友
の
中
で
育
っ

た
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
幸
せ
を
祈
り
思
い
出
を
終
わ
り
ま
す
。

元
小
学
校
教
師 

幸
野 

博
文
（
島
根
県
在
住 

77
歳
）

こ
う
の
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災害時にも赤い羽根
　　共同募金は使われています
災害時にも赤い羽根
　　共同募金は使われています

　近年発生が増えている大規模災害の備えとして
「災害等準備金」として積み立て、災害が起こった
際の「災害ボランティア活動支援」など被災地を
応援するためにも使われています。

10月 1日から赤い羽根共同募金が始まります。
また、歳末たすけあい募金も同時に取り組んで
います。
ご協力をお願いします。

赤い羽根募金、歳末たすけあい募金のつかいみち

高齢者等見守り事業
　地域に暮らすひとり暮らしの高齢者の方や援助を必要と
している方を対象に「見守り協力員」がチームで訪問し、
見守り・孤独解消・自立支援などを基本に様々な援助活動
をしています。

新入園児黄色い帽子の贈呈
　交通安全を願って町内全園の新入園児に黄色
い帽子を贈呈しています。

心配ごと相談 おせち料理・
歳末見舞金の配布

募金の配分金を受け、社会福祉協議会で実施している事業の
一部をご紹介します。

子ども食堂子ども食堂
　子どもたちの「食」を地域
で支えあいながら誰もが気軽
に立ち寄れて、食を通じてふ
れあうことのできる場として、
子ども食堂を開催しています。
　毎月第 2、第 4金曜日
　16：00～19：00

　日常生活上の悩み、家庭内
の問題、財産相続問題などに
助言、アドバイスを行う心配
ごと相談を開設しています。

　毎週水曜日
　9：30～15：00

　暖かくお正月を迎えていた
だけるように、町内の要援護
世帯、１人暮らし高齢者世帯
におせち料理・お見舞金を送
っています。
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広報部会
より

第27回
　「自愛の家」夏期学童保育
第27回
　「自愛の家」夏期学童保育

　
夏
休
み
期
間
中
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
。保

護
者
の
あ
ん
し
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を

目
的
に
低
学
年
児
童
を
対
象
と
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
変
則
的
な
夏
休
み
と
な
り
、
８
日
間
の
短
い

開
催
で
し
た
が
、
短
い
な
が
ら
も
充
実
し
た
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
と
の
思
い
で
、
船
迫
窯
跡
公
園

で
の
勾
玉
づ
く
り
、
築
上
町
国
際
交
流
員
リ
ア

ン 
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
セ
ン
さ
ん
。通
訳
の
大
谷

純
子
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
文
化
、
風
習
の
レ
ク
チ
ャ
ー
、
等
々
行
い
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
学
校
、
学
年
も
異

な
り
、
初
日
は
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
す
ぐ
に

打
ち
解
け
仲
良
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
こ
の
学
童
保
育
も
、
早
い
も
の
で
27
年
目
と

な
り
、当
時
参
加
の
子
ど
も
た
ち
が
親
に
な
り
、

二
世
代
に
わ
た
り
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
も

多
数
お
ら
れ
主
催
者
と
し
て
は
、
こ
の
上
な
い

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
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寄
付
金
の
お
礼

ちくじょう子ども食堂へ食材等
のご寄付をいただきました

・有延　靖世 様　　・金澤　京子 様
・中原　志津江 様　・加来　巳敏 様
・椎葉　千亜紀 様　・北代　芳松 様
・川上　幸子 様　　・黒田　源吾 様
・平野　真美 様　　・井上　俊明 様
・安部味噌製造所 様・結の石窯パン 様
・ワークランドこすもす 様
・赤松ファーム 様　  ・メタセの杜 様
・山口園 様　・べじたぶる よしだ 様
・匿名希望　4名 様

（令和2年6月20日～9月18日受付分まで掲載）

香
典
返
し

◆
椎
田
地
区

﹇
湊
　
南
﹈
吉
　
川
　
敦
　
史 

様
（
亡
父
　
慶
治
様
）

﹇
椎
田
西
﹈
上
　
野
　
百
　
代 

様
（
亡
夫
　
紘
正
様
）

﹇
臼
　
田
﹈
長
　
部
　
静
　
枝 

様
（
亡
夫
　
末
義
様
）

﹇
椎
田
南
﹈
弘
　
吉
　
洋
　
一 

様
（
亡
母
　
ユ
キ
ヱ
様
）

﹇
西
高
塚
﹈
大
　
平
　
壽
　
彦 

様
（
亡
義
母
　
江
本
シ
ズ
ヱ
様
）

﹇
東
高
塚
﹈
武
　
道
　
和
　
宏 

様
（
亡
母
　
ヨ
シ
子
様
）

　
　
　
　
　
中
　
原
　
三
重
子 

様
（
亡
夫
　
迪
様
）

﹇
宇
留
津
﹈
吉
　
田
　
綾
　
子 

様
（
亡
夫
　
敏
明
様
）

　
　
　
　
　
吉
　
田
　
靖
　
典 

様
（
亡
母
　
綾
子
様
）

　
　
　
　
　
井
　
上
　
照
　
美 

様
（
亡
夫
　
浩
二
様
）

　
　
　
　
　
増
　
田
　
吉
　
則 

様
（
亡
母
　
ヱ
ス
子
様
）

﹇
今
　
津
﹈
井
　
上
　
英
　
美 

様
（
亡
夫
　
和
重
様
）

﹇
西
八
田
﹈
森
　
山
　
桂
　
子 

様
（
亡
夫
　
清
明
様
）

﹇
上
岩
丸
﹈
中
　
江
　
テ
ル
子 

様
（
亡
夫
　
由
信
様
）

﹇
下
岩
丸
﹈
尾
　
崎
　
　
　
環 

様
（
亡
母
　
西
坂
年
枝
様
）

　
　
　
　
　
白
　
川
　
信
　
隆 

様
（
亡
妻
　
ヒ
サ
子
様
）

﹇
水
　
原
﹈
寺
　
尾
　
佐
代
子 

様
（
亡
夫
　
吉
隆
様
）

﹇
越
　
路
﹈
長
　
尾
　
律
　
子 

様
（
亡
夫
　
光
祥
様
）

　
　
　
　
　
川
　
内
　
文
　
子 

様
（
亡
夫
　
末
夫
様
）

﹇
小
　
原
﹈
林
　
　
　
祐
　
子 

様
（
亡
母
　
上
田
ミ
チ
子
様
）

﹇
福
　
間
﹈
森
　
　
　
茂
　
雄 

様
（
亡
妻
　
サ
チ
子
様
）

◆
築
城
地
区

﹇
下
香
楽
﹈
則
　
松
　
弘
　
造 

様
（
亡
妻
　
節
子
様
）

﹇
安
武
第
二
﹈
元
　
島
　
信
　
一 

様
（
亡
母
　
ケ
イ
子
様
）

﹇
安
武
第
四
﹈
小
　
野
　
登
美
子 

様
（
亡
夫
　
速
水
様
）

﹇
下
小
山
田
﹈
深
　
田
　
一
　
義 

様
（
亡
妻
　
和
枝
様
）

﹇
上
築
城
﹈
壽
　
﨑
　
知
　
恵 

様
（
亡
夫
　
延
廣
様
）

　
　
　
　
　
金
　
澤
　
京
　
子 

様
（
亡
夫
　
幸
英
様
）

﹇
東
築
城
﹈
繁
　
永
　
多
恵
子 

様
（
亡
夫
　
代
三
様
）

﹇
下
別
府
﹈
長
　
濱
　
達
　
彦 

様
（
亡
妻
　
カ
ズ
子
様
）

　
　
　
　
　
長
　
濱
　
康
　
彦 

様
（
亡
父
　
達
彦
様
）

　
　
　
　
　
大
　
森
　
信
　
幸 

様
（
亡
母
　
ミ
チ
ヱ
様
）

一
般
寄
付

　
築
上
町
食
生
活
改
善
推
進
会 

様

　
築
上
町
母
子
寡
婦
福
祉
会 

様

　
南
別
府
公
民
館 

様

　

築
上
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
々
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
芳
情
に
対
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
浄
財
は
、社
会
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め
に
、大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
さ
れ
た
場
合
は
、所
得
税
の
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
（
令
和
２
年
６
月
20
日
〜
令
和
２
年
９
月
18
日
受
付
分
ま
で
掲
載
）

フードバンクにご協力いただきました

　社協では、18 歳未満のお子様を扶養しているひとり親家庭の方へ
食品等配布の支援を行っています。

　今回で第 4回目と
なりました。
　そして、今回はこの
活動に賛同して頂けることになった築上町商工
会女性部、築上町法人連絡会（青海山荘さん、愛
翠苑さん、ピアハートさん）、福岡県セブンイレ
ブンジャパンさんから多数の食材を提供して頂
きました。
　今後はコロナ禍で困っている世帯の方への支
援等行えればと考えています。

～ひとり親家庭への食品支援～



６

　
暑
か
っ
た
夏
も
終
わ
り
、

秋
に
な
り
少
し
は
し
の
ぎ

や
す
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
の
夏
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

熱
中
症
な
ど
が
猛
威
を
ふ

る
い
、
こ
れ
ま
で
の
生
活

様
式
を
変
え
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
で
は
、
夏
休
み
が

短
縮
さ
れ
、
外
で
思
い
切

り
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い

日
々
が
続
き
、
子
ど
も
た

ち
も
寂
し
そ
う
で
し
た
。

　
又
、
社
協
で
も
い
ろ
い

ろ
な
行
事
の
ほ
と
ん
ど
が

中
止
に
な
り
ま
し
た
。

　
少
し
で
も
早
く
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、

い
つ
も
の
日
常
生
活
を
取

り
戻
し
、
社
協
の
イ
ベ
ン

ト
、
講
演
会
、
勉
強
会
な

ど
で
、
皆
さ
ん
と
御
一
緒

で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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知らんやった！地域は宝の山やぁ　　ん
連絡先：築上町社会福祉協議会　56-2223

　　　　（生活支援コーディネーター　山口）

　朝晩は冷え込みますが、過ごしやすい日が続きます
ね。マスクには慣れましたか？
　特に高齢の方は、戸外に出る時はマスクをしないと
いけないので出不精になり、足がふらつきだしたとい
う声を聞きます。
　今回は、上り松自治会長さんから、あけびの会の事
を教えていただき活動に伺いました。
　あけびの会は、平成28年に発足した会で、上り松を
活性化したいという気持ちから地域に声掛けしたとこ
ろ、60代～70代、11人が集まったグループです。
　高齢者と子供達との食事会や夏祭りをし、文化祭、敬老会では会員が練習をして衣装も自前で余
興を披露しています。最近は、あけびの会の活動資金として地域有志の方々にアルミ缶集めに協力
して頂いています。　
　年間計画を立てて、コケ玉作り、七夕飾り、クリスマスのリース作りなど行っています。今年は
新型コロナの影響で行事の中止が続き残念な思いをしています。早く以前のように再開し活動でき
ることを願う日々です。

　毎週、ご近所数人で宅配のグループ配をされており、
配達が来る頃、一人、二人と集まってきます。グループ
の家の軒下に集まり品物が届くのを待っています。ト
ラックが到着するも動きがよく坂道を何度も上り下りし
て品物を軒下まで運んでいる姿は若々しさを感じました。
その日に持ち帰る品物がおしゃべりのおやつになること
も。品物を受け取ってからも数時間はおしゃべりが止ま
らず、夫や子供たちのことやテレビで見たことを議論し
ていて社会情勢を把握していました。用事で取りに来ら
れない人には、お互いに届けてあげたりして支えあって
います。

あけびの会（上り松）

軒下おしゃべりサロン（石堂）


